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【研究の背景】二重ベータ崩壊の崩壊率は、核種による遷移確率（核行列要素）の理論的不定性

もあるため、様々な原子核で実験することが必要となる。160Gd の二重ベータ崩壊探索実験は、2001

年にウクライナで Gd2SiO5 (GSO)シンチレータを用いて行われた実験が世界最高感度であるが、内

部の放射性不純物による α 線がバックグラウンドとして多く存在し感度が制限されている。我々

の研究グループでは、優れた波形粒子識別能 (PSD)が報告されているGd3Ga3Al2O12:Ce (GAGG) シ

ンチレータ[1]を用いて 160Gd の 0νββ 探索感度更新とニュートリノを放出する二重ベータ崩壊

（2νββ）発見を目指して研究を行っている。GAGG には、Ga/Al 比を調整することで、高エネル

ギー分解能化を達成した HR-GAGG [2]、Mg を微量添加することで蛍光寿命を高速化した GFAG 

[3]が報告・市販されている。本研究では、それらのシンチレータの PSD 性能の比較を行ったので、

報告する。 

【実験手法・結果】実験手法として、Cz 法を用いて Gd3Ga3Al2O12:Ce (=GAGG)、Gd3Ga2.7Al2.3O12:Ce 

(=HR-GAGG) 、 Gd3Ga2.4Al2.6O12:Ce 、 Gd3Ga3Al2O12:Ce, Mg (=GFAG) 、 Gd3Ga2.7Al2.3O12:Ce, Mg 、

Gd3Ga2.4Al2.6O12:Ce, Mg の 6 種類のシンチレータ単結晶を準備し、そのシンチレーション特性や平均波

形比較、PSD 性能を評価した。Fig. 1 に平均波形測定結果の一部を示す。本研究結果から、HR-GAGG

では他の結晶と比較して、α線と γ線に対する応答に違いが現れなかった。本講演では、準備した 6 種

類のシンチレータ単結晶のシンチレーション特性比較、PSD 性能比較に加え、ICP-MS による組成分析

の結果を踏まえた議論を行う。 
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Fig.1 Average waveforms of GAGG, HR-GAGG,  

and GFAG irradiated by 137Cs and 241Am 
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